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共立祭に参加
(土)、20日(日)、2013年度共立祭が開催され、OG ネットは今回も参加した。

共立祭の今回の全体のテーマは「共立維新」。すべてを一新す

継ぎ、新しいものは積極的に取り入れて共立祭を盛り上げようと

いう思いが込められているということだった。

天衣給上

国立劇場

OG ネットの展示は河竹黙阿弥の特集であった。劇芸術

資料室からの資料と近藤瑞男先生からお借りすることがで

きた資料を展示した。会場の壁には上演ポスターがずらり

と並べられ、鮮やかな色彩と役者絵の表情が来観者を歌舞

伎の世界へ誘うようであった。2日目は悪天候のため来観

者はやや少なかったが、終了間際にも熱心に足を止めて観

ていく人の姿があった。

その他、会の成立の経緯を示したパネル、在校生支援活

動の様子を紹介した写真、通信のバックナンバーなどを展

示した。また、会員有志が品物を持ち寄って、恒例のバザー

が行われた。
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今回は河竹黙阿弥を展示

今回も私達OG ネットワークは、

共立祭に参加し、展示発表を致しま

した。

今回は初めて歌舞伎を取り上げま

した。皆様もご承知のように2013

年4月に新しい歌舞伎座が誕生し

て、この1年は毎月賑やかに落し
公演が行われています。

私共は、資料整理をして毎年大切

な資料を共立祭で紹介しておりま

す。これまでも「ハムレット」、「宝

塚」と、それに何か縁のある年に展

示してきました。そういうことから

申しますと一番の話題は歌舞伎で

しょう!! 連日、テレビ、雑誌の特集、

新聞等で、それこそ初代歌舞伎座か

らのエピソードがたくさん披露され

free space

ておりましたので、少し視点を変え

て昨年がちょうど没後120年にあた

り、年初から記念公演も行われてい

た河竹黙阿弥に注目しました。

歌舞伎をご覧になっていない方で

も一度は耳にしたことがあるのでは

(?)というくらい、黙阿弥の七五

調の台詞の数々は有名です。黙阿弥

は江戸末期、最も江戸文化の爛熟し

た将軍家斉の時代に生まれ、天保の

改革、黒船来航、幕府の崩壊、維新

を経て明治 26年に78歳で亡くなる

まで文字通り激動の時代に数多くの

作品を生みだしました。現在でも毎

月といってよいくらい、どこかの劇

場で上演され続けている作者です。

当資料室にも上演ポスターが多く残

されており、どれを選ぶかで大いに

迷いました。

また、本学の劇芸術コース教授、

近藤瑞男先生にご相談した結果、先

生ご所蔵の貴重な錦絵等もお借りす

ることができ、ポスター、プログラ

ムのみの展示に重みを加えることが

できましたことは、感謝に堪えませ

oN

入場者の中には、一枚ずつ熱心に

ご覧になる方や、写真を撮る方もい

らっしゃいました。

研究室に残された所蔵品の埃を

払って多くの方々への披露が叶い、

資料と共に私達にとっても嬉しく思

われる共立祭でした。

川瀬治子 (S52)

共立周辺の思い出のスポットや学生時代のちょっとしたエピソードをはじめ、

今、注目していることや興味のあること、なんとなくつぶやきたいこと etc....

“何でもあり”の free space です。

第1回目は平成24年に卒業したばかりの、OG ネットワーク期待の若手、加藤智美さんに、神保町界隈を歩

きながら思うことを綴っていただきました。

変わらないもの

大学を卒業して2年が経っていました。私の中では、

もう2年経ったのかと思います。

久しぶりに歩く神保町も少しずつ変わっていて、すず

らん通りにあった理髪店がチェーン店になっていたり、

あっただろう建物も無くなり更地になっていました。大

学の帰り道に通っていた三省堂も改装され、店内は綺麗

になったものの、覚えていた本の位置もガラリと変わっ

たため、違う書店に来てしまったのではと思わずにいら

れませんでした。大学の食堂から見えていた小学館の編

集部も今は建て替えで工事の白いシートしか見えませ

ん。思い出の詰まった部室のある2号館も、あと数年す

れば建て替えのために壊されてしまいます。

歩けば歩くほど景色は2年前と違っていて、少しもの

寂しく思いました。けれども、変わらないものもそこに

あることにも気づきました。

神保町を歩く人や店先で古本を真剣に眺めるおじさん

たち、腹ペコの学生にはたまらないカレーの匂いや異国

情緒あふれる看板。少し見える店内では、パリッとした

白いワイシャツに黒のベストを合わせたマスター、ゆっ

たりコーヒーを飲む人、その横のテーブルでは編集者ら

しき人たちが打ち合わせをする姿も見られます。街の匂

いや雰囲気はそのままなのです。いつもと違う道に入れ

ば、そこは新しい出会いの始まりで、神保町の醍醐味で

もあります。そうやって私はフラフラと学生時代は猫の

ように街を歩いていました。

ここで過ごせた日々はずっと忘れないだろうし、たま

に戻って知らなかった姿を今後も見ていきたいと思いま

した。

加藤智美(H24卒)
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私の学生時代 - 文芸学部で学んだ日々 一

my school days

今回は、草創期の木造校舎で学ばれた、文芸学部日本文学専攻の5期生 浅野律子さんに書いていただきました。

思い出すこと

私が文芸学部に入学したのは、昭

和32年4月、今はもうないあの木

造の校舎です。

昇り降りにギシギシなる階段、冬

の教室の石炭ストーブ、遅い講義に

は路地を通る豆腐売りのラッパの音

がきこえました。

当時、文芸学部は草創期で、学内

には活気があふれていました。学部

のコースも学生の数も、今より少な

く家庭的でもありました。学年担任

の小野村洋子先生、本林勝夫先生に

は、卒業後も変わらずご厚情をいた

だきました。

各分野に一流の先生方が、他の大

学から出講されて、講義をいただき

ました。間近に先生方の 咳に接す

る またとない機会でした。折角の講

義でしたのに、その内容をほとんど

憶えていないのを、申し訳なく残念

劇芸術資料室から

昨年の10月12、13日の2日間、

名古屋の椙山女子学園大学において

日本演劇学会が開催された。統一

テーマは「演劇とアーカイブ - 集

積から運用へー」である。この10

年間、劇芸術研究室所蔵の演劇資料

整理に携わっている身としては聞き

逃せないテーマであり、加えて、共

立女子大学から鈴木国男、村井華代

両先生が研究発表され、阿部由香子

先生が司会をされると聞いては、ぜ

ひとも名古屋まで出かけなければ

と、13日の朝、新幹線にとび乗っ

たのである。

鈴木先生は、共立女子大学が所蔵

する演劇資料が、どのような経緯の

もとに収集され、築地小劇場関連の

資料、北見治一氏寄贈資料、戦後の

に思います。

岡崎義恵先生が最終講義で、「大

学では試験の予告がある。世の中に

出れば毎日が試験です」と言われま

した。

福原燐太郎先生は、「皆さんはい

ずれ家庭の人となる。他の人のお子

さんを育てる場合もある。食事は人

の心を柔らかくする。料理上手にな

るように」と言われました。

冬休みを利用しての久保田万太郎

先生の集中講義は、大層おもしろく

聴きました。のちの「湯豆腐や･･･」 *

の句と共に、酒脱でいらしたお姿が

彷彿といたします。また、河竹登志

夫先生、河盛好蔵先生、古川久先生

ほか、諸先生方の教室でのご様子が

目に浮かびます。

思えば短い4年間ではありました

が、多くの教えと生涯の友に恵まれ

演劇学会に出席して

古いポスター、チラシなど、他大学

にはない貴重な資料がどれほど含ま

れているかを具体的に説明され、そ

の整理に卒業生有志が週1回ボラン

ティアで携わり続けていることをく

わしく話されていた。宝塚歌劇の資

料はほとんど鈴木先生が集められた

ものだが、その運用として、宝塚を

主としたミュージカルの講義を共立

女子大学のみならず他大学でも開講

され、学生の興味が年々たかまって

いることを力説されていた。村井先

生は、「反ドラマをめぐる試論一大

江・サイード・イスラエル」と題し、

記憶と歴史に我々がどう対峙し演劇

化するか、という視点に立ったまこ

とに刺激的な発表であった。

2日間にわたる講演、シンポジウ

ました。19歳で教室で出会って以

来、半世紀をすぎる交友となりまし

た。友人の輪に、どれほどなぐさめ

られ支えられましたことか。

たがいの気持ちを思いやり、身を

案じての五十余年、家族を思うと同

じく友人を大切に生きております。

今はただ学窓の全てをなつかし

く、ありがたく思います。

浅野律子(S36卒)

*湯豆腐やいのちのはてのうすあかり

庭園のバラを観る会 (鳩山邸にて)

ム、口頭発表のうち、私が聴講でき

たのはその4分の1ぐらいであった

ろうか。資料収集にはお金と時間が

かかることであり、どこの大学でも

問題をかかえているようであった。

その資料をいかに活用運用していく

か、という観点にたってみると、問

題はさらに多岐にわたっているよう

に思われた。“かれい”深まる年代

に突入した我々にとって、演劇資料

整理は同時に時間とのたたかいでも

ある。

多田久恵(S45 院卒)

資料整理のひとコマ
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